
の
政
権
の
系
図
を
描
い
た
」

と
述
べ
て
い
る
。
鶴
岡
八
幡

宮
か
ら
北
は
頼
朝
と
祖
先
た

ち
、
同
宮
の
東
隣
に
大
倉
御

所
（
幕
府
）
を
構
え
、
未
来

を
象
徴
す
る
の
が
海
に
向
か

う
由
比
若
宮
（
ゆ
い
の
わ
か

み
や
、
元
鶴
岡
八
幡
宮
）

で
、
武
家
の
棟
梁
の
血
筋
で

あ
る
こ
と
を
可
視
化
し
た
と

い
う
。
北
条
政
子
が
産
む
嫡

男
が
頼
朝
の
政
権
を
継
承
す

る
こ
と
を
、
ラ
イ
バ
ル
で
あ

る
周
り
の
弟
た
ち
に
も
見
せ

つ
け
た
の
で
あ
る
。

「
鶴
岡
八
幡

宮
か
ら
由
比
ヶ

浜
に
延
び
る
直

線
の
参
詣
道
の

若
宮
大
路
は
、

政
子
が
頼
家
を

身
ご
も
っ
て
い

る
と
き
に
造
ら

れ
た
も
の
で
、

頼
朝
か
ら
頼
家

へ
の
ま
っ
す
ぐ

な
政
権
移
譲
が

効
果
的
に
可
視

化
さ
れ
て
い

る
」
と
、
大
河

ド
ラ
マ
の
時
代

（１）（毎月１回、１0日発行）（昭和56年２月３日第３種郵便物認可） The  Syukyo  Shimbun (The  Religion  News) 令和４年（2022年）４月１０日　日曜日 第786号

一
、
精
神
革
命
の
旗
手

一
、
宗
教
連
合
の
具
現

一
、
地
上
天
国
の
建
設
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政
治
的
危
機
の
背
景
に
は
経
済
的

危
機
が
あ
り
、
そ
の
背
景
に
は
文
化

的
危
機
が
あ
る
。
常
識
的
理
解
を
超

え
た
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

も
、
プ
ー
チ
ン
と
彼
を
支
え
る
ロ
シ

ア
人
の
文
化
的
・
宗
教
的
特
質
に
迫

ら
な
い
と
理
解
で
き
な
い
。

他
者
理
解
は
自
己
理
解
の
合
わ
せ

鏡
で
あ
り
、
世
界
を
よ
り
正
確
に
理

解
す
る
に
は
、
日
本
へ
の
理
解
を
深

め
る
必
要
が
あ
る
。
文
化
史
、
宗
教

史
か
ら
見
て
、
そ
の
中
核
に
な
る
の

が
神
仏
習
合
で
あ
ろ
う
。
よ
っ
て
本

紙
で
は
、「
神
仏
習
合
の
日
本
宗
教

史
」
の
連
載
を
始
め
、
そ
れ
に
か
か

わ
る
宗
教
・
文
化
現
象
を
探
究
し
て

い
き
た
い
。

開
か
れ
た
系
で
の
習
合

戦
後
、
経
済
的
豊
か
さ
を
求
め
、

科
学
を
信
奉
す
る
日
本
人
の
精
神
的

て
、
日
本
的
な
る
も
の
を
大
い
に
発

揮
さ
せ
た
。
…
日
本
的
に
な
っ
て
、

実
に
世
界
性
を
も
つ
よ
う
に
な
っ

た
」同

様
の
こ
と
を
、
中
世
史
が
専
門

の
義
江
彰
夫
東
大
名
誉
教
授
は
『
神

仏
習
合
』（
岩
波
新
書
）
で
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。

「
イ
ン
ド
に
お
い
て
仏
教
と
、
基

層
信
仰
か
ら
普
遍
宗
教
ま
で
を
集
大

成
し
た
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
と
の
関
係

は
、
一
貫
し
て
仏
教
が
ヒ
ン
ド
ゥ
ー

教
に
歩
み
寄
り
、
妥
協
す
る
歴
史
で

あ
り
、
つ
い
に
は
仏
教
そ
の
も
の
が

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
に
の
み
込
ま
れ
て
ゆ

く
…
。
中
国
に
お
い
て
仏
教
が
解
決

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
は
、

国
教
と
な
っ
た
世
俗
宗
教
儒
教
と
、

そ
の
対
極
で
人
々
の
心
を
と
ら
え
た

道
教
と
の
関
係
を
、
そ
れ
ぞ
れ
構
築

す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
…
仏
教
と

荒
廃
を
嘆
い
た
鈴
木
大
拙
は
、『
妙
好

人
』（
法
蔵
館
）
で
日
本
仏
教
に
つ
い

て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
イ
ン
ド
で
は
、
佛
教
は
余
り
に

抽
象
的
思
索
の
面
に
走
り
す
ぎ
て
亡

び
た
。
幸
い
漢
民
族
の
間
に
拡
が
っ

て
来
て
、
唐
宋
時
代
に
禅
と
な
っ

た
。
そ
れ
が
つ
い
に
は
文
学
的
表
現

に
憂
身
を
や
つ
す
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
れ
が
却
っ
て
佛
教
的
体
験
の
本
質

的
な
る
も
の
を
失
脚
さ
せ
た
。
日
本

に
渡
っ
た
佛
教
は
、
始
め
は
抽
象
的

領
域
を
出
な
か
っ
た
が
、
鎌
倉
時
代

に
な
っ
て
純
粋
に
日
本
的
と
な
っ

た
。
イ
ン
ド
の
佛
教
で
も
な
け
れ

ば
、
中
国
の
佛
教
で
も
な
い
。
こ
と

に
そ
れ
が
浄
土
真
宗
に
な
る
に
至
っ

儒
・
道
を
同
次
元
で
混
ぜ
合
わ
せ
る

と
い
う
点
で
、
脱
世
俗
を
核
心
と
す

る
仏
教
が
少
な
く
と
も
社
会
的
に
は

浸
透
し
え
な
か
っ
た
…
。
朝
鮮
で

は
、
中
国
以
上
に
儒
教
が
国
教
と
し

て
重
視
さ
れ
た
が
、
三
国
鼎
立
、
中

国
の
圧
迫
と
い
う
国
際
的
圧
力
が
、

共
同
体
か
ら
の
個
の
自
覚
を
は
や

め
、
仏
教
の
摂
取
と
基
層
信
仰
の
結

合
を
促
進
し
た
と
み
ら
れ
る
。
が
、

同
時
に
仏
教
と
基
層
信
仰
の
結
合

を
、
…
仏
教
の
も
と
に
編
成
さ
せ
る

道
を
選
ん
だ
…
。

と
す
れ
ば
、
日
本
の
神
仏
習
合
は

普
遍
宗
教
と
基
層
信
仰
が
完
全
に
開

か
れ
た
系
で
繋
が
っ
て
い
る
と
い
う

点
で
、
世
界
的
に
み
て
も
、
独
特
な

宗
教
構
造
を
つ
く
り
出
し
た
…
」

異
教
の
神
と
神
話
を
否
定
す
る
キ

リ
ス
ト
教
で
は
、
ゲ
ル
マ
ン
・
ケ
ル

ト
信
仰
の
神
々
は
キ
リ
ス
ト
教
に
取

り
込
ま
れ
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
が
大

成
し
た
三
位
一
体
論
に
よ
り
、
ゲ
ル

マ
ン
的
神
霊
は
キ
リ
ス
ト
教
の
精
霊

と
し
て
吸
収
さ
れ
て
し
ま
う
。

ア
ニ
ミ
ズ
ム
的
な
原
始
信
仰
の
時

代
で
は
、
世
界
の
各
民
族
の
宗
教
は

共
通
す
る
部
分
が
多
か
っ
た
で
あ
ろ

う
が
、
普
遍
宗
教
と
の
融
合
を
経
、

さ
ら
に
国
の
形
成
、
経
済
的
な
対
立

を
重
ね
る
う
ち
に
、
敵
対
的
な
宗

教
・
思
想
に
発
展
し
た
の
で
あ
る
。

養
老
孟
司
風
に
言
え
ば
、
肥
大
し

す
ぎ
た
脳
が
起
こ
す
の
が
宗
教
・
思

想
の
対
立
で
あ
り
、
そ
う
な
っ
た
近

現
代
社
会
を
修
正
す
る
に
は
、
現
代

人
が
身
体
性
を
回
復
す
る
必
要
が
あ

る
。
欧
米
で
は
バ
イ
デ
ン
米
大
統
領

の
発
言
の
よ
う
に
、
プ
ー
チ
ン
を
絶

対
悪
と
見
る
傾
向
が
強
い
が
、
そ
れ

は
一
神
教
の
特
性
で
あ
り
、
米
国
は

ロ
シ
ア
を
滅
ぼ
そ
う
と
し
て
い
る
と

思
い
込
ん
で
い
る
プ
ー
チ
ン
の
宗
教

性
と
同
類
で
あ
る
。

し
か
し
、
民
主
主
義
対
権
威
主
義

の
対
立
構
造
で
は
、
戦
争
は
収
束
し

な
い
。
世
界
的
な
危
機
に
対
し
て
日

本
が
で
き
る
こ
と
は
、
米
国
よ
り
も

深
刻
度
の
高
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国

や
、
民
主
主
義
が
そ
れ
ほ
ど
成
熟
し

て
い
な
い
国
々
と
も
連
携
し
、
被
害

の
最
小
化
を
図
る
こ
と
だ
ろ
う
。

危
機
の
時
代
の
先
に

仏
教
学
者
で
朝
鮮
仏
教
に
造
詣
の

深
か
っ
た
鎌
田
茂
雄
東
大
教
授
の
持

論
は
、
イ
ン
ド
・
中
国
・
朝
鮮
の
仏

教
と
比
較
研
究
し
な
い
と
日
本
仏
教

は
分
か
ら
な
い
、
だ
っ
た
。

自
然
宗
教
的
な
基
層
信
仰
の
上

に
、
普
遍
宗
教
で
あ
る
仏
教
を
受
容

し
、
国
家
形
成
の
思
想
と
し
て
活
用

し
な
が
ら
、
様
々
な
神
仏
習
合
の
形

を
生
み
出
し
て
き
た
日
本
文
化
の
特

性
を
再
発
見
す
る
こ
と
が
、
危
機
の

時
代
を
乗
り
越
え
る
一
助
と
な
る
に

違
い
な
い
。

日
本
文
化
を
形
成
し
た
神
仏
習
合

れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

大
倉
御
所

跡
や
頼
朝
の

墓
、
鎌
倉
宮

の
先
に
、
発

掘
後
整
備
さ

れ
て
い
る
史

跡
永
福
寺
跡

が
あ
っ
た
。

永
福
寺
は
鎌

倉
市
二
階
堂

に
あ
っ
た
寺

院
で
、
源
義

経
や
藤
原
泰

衡
ら
奥
州
攻

め
で
亡
く
な
っ
た
武
将
ら
の

鎮
魂
の
た
め
、
平
泉
の
中
尊

寺
二
階
大
堂
を
模
し
て
頼
朝

が
建
立
し
た
。

二
階
堂
・
薬
師
堂
・
阿
弥

陀
堂
の
三
堂
を
中
心
と
す
る

壮
大
な
伽
藍
の
配
置
は
、
三

堂
が
複
廊
を
介
し
て
南
北
方

向
に
一
列
に
並
び
、
両
側
の

堂
か
ら
は
Ｌ
字
型
の
廊
が
付

属
し
、
中
門
・
釣
殿
が
造
ら

れ
て
い
て
、
そ
の
ま
え
に
壮

大
な
庭
園
と
池
が
配
置
さ
れ

て
い
た
。
連
想
し
た
の
は
宇

治
の
平
等
院
だ
が
、
こ
う
し

社

説

た
伽
藍
配
置
と
規
模
は
頼
朝

の
独
創
性
を
示
し
て
い
る
。

御
所
の
東
北
、
丑
寅
の
方

角
を
守
る
と
と
も
に
、
都
な

ど
か
ら
の
客
人
を
接
待
す
る

迎
賓
館
と
し
て
も
使
わ
れ
、

京
に
匹
敵
す
る
文
化
が
鎌
倉

に
も
あ
る
こ
と
を
見
せ
た
の

で
あ
ろ
う
。

発
掘
調
査
で
は
中
国
か
ら

輸
入
さ
れ
た
青
磁
や
白
磁
が

多
く
発
見
さ
れ
て
お
り
、
頼

朝
の
目
は
海
を
介
し
て
海
外

行
委
員
会
」。

大
震
災
で
は
児
童
74
人
、

教
職
員
10
人
が
津
波
で
犠
牲

に
な
り
、
助
か
っ
た
の
は
児

童
４
人
、
教
職
員
１
人
の

み
。
学
校
管
理
下
で
は
戦
後

最
悪
の
惨
事
だ
っ
た
。
今
回

は
大
川
小
が
、
昨
年
７
月
に

に
も
向
け
ら
れ
て
い
た
こ
と

が
分
か
る
。

地
域
歴
史
学
の
中
井
淳
史

氏
は
、
大
量
に
発
掘
さ
れ
な

が
ら
、
人
々
の
暮
ら
し
に
近

す
ぎ
て
、
考
古
学
で
は
注
目

さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
か
わ
ら

け
に
注
目
し
た
『
中
世
か
わ

ら
け
物
語
』（
吉
川
弘
文
館
）

で
、
鎌
倉
な
ど
の
陶
工
が
ろ

く
ろ
で
作
り
、
最
後
に
京
風

に
仕
上
げ
て
い
た
と
分
析
し

て
い
る
。
大
量
生
産
さ
れ
、

魔
の
Ｊ
Ｒ
中
央
線

自
殺
霊
の
撮
影
で
判
明
し
た
こ
と
─

十
年
の
歳
月
を
か
け
、つ
い
に
自
殺
者
の
霊
の
撮
影
に
成
功
。

霊
能
者
が
書
い
た
自
殺
防
止
の
書
。
死
ん
で
も
痛
み
は
残
る
も
の
、

自
殺
者
の
言
い
分
〝
こ
ん
な
筈
で
は
〞
自
殺
を
し
た
状
態
で
霊
は
さ
ま
よ
う
、

硫
化
水
素
自
殺
、
政
治
家
と
自
殺
、
自
殺
の
多
い
Ｊ
Ｒ
中
央
線
の
謎
を
解
く
！
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日
本
よ
、蘇
れ

日
本
神
話
の
知
恵

出雲井晶著

ゆ
が
ん
だ
歴
史
観
、
家
庭
の
崩
壊
、
教
育
の
危
機
…
。
い
ま
日
本

は
大
き
な
危
機
に
瀕
し
て
い
ま
す
。こ
の
現
状
を
打
破
す
る
カ
ギ

は
、
実
は
「
日
本
神
話
＝
古
事
記
・
神
代
」
に
あ
る
の
で
す
。
日

本
神
話
に
満
ち
あ
ふ
れ
る
、愛
と
生
命
と
知
恵
に
立
ち
返
っ
て
こ

そ
、日
本
の
未
来
は
拓
け
ま
す
。あ
な
た
も
著
者
と
い
っ
し
ょ
に
、

「
神
話
の
教
え
」
を
ひ
も
と
い
て
み
ま
せ
ん
か
？
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＋
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日
本
国
始
め
 饒
速
日
大
神
の
東
遷

大
野
七
三
著

『
先
代
旧
事
本
紀
』の
神
髄
を
極
め
た
著
者
が
語
る
。

足
で
調
べ
た
大
和
建
国
の
謎
。

須
佐
之
男
尊
の
出
雲
国
創
建
後
、
饒
速
日
尊
が
32
従
者
と
25
軍
団
を
従
え
、

九
州
か
ら
大
和
に
東
遷
し
て
纏
向
の
地
に
大
和
国
を
建
国
。
そ
の
時
、
饒
速

日
尊
が
配
下
を
募
り
配
置
し
た
今
も
残
る
そ
の
出
自
と
足
跡
を
立
証
す
る
。

東
日
本
大
震
災
の
発
生
か

ら
11
年
目
の
３
月
11
日
、
宮

城
県
石
巻
市
の
旧
大
川
小
学

校
で
竹
燈
籠
に
あ
か
り
を
と

も
す
追
悼
行
事
「
大
川
竹
あ

か
り
」
が
催
さ
れ
た
。
企
画

し
た
の
は
、
児
童
遺
族
ら
で

つ
く
る
「
大
川
竹
あ
か
り
実

株式会社 如月出版 販売部
〒152-0023 東京都目黒区八雲2-24-15

ラ リュミエール１F
TEL03-6657-9000  Fax03-6657-8999
http://www.kisaragibook.com

四
六
判
２
９
６
頁
（
本
体
１
５
０
０
円
＋
税
）

私
の
生
命

い

の

ち

の
復
活上橋

泉
著

人
生
の
苦
し
み
に
積
極
的
な
意
味
は
あ
る
の
か
？

『
21
世
紀
に
生
き
る
日
本
人
の
た
め
の
浄
土
思
想
』
の
出
版
を
記
念
し
て
、平
成
26
年
３

月
か
ら
28
年
11
月
ま
で
の
５
回
に
わ
た
る
講
演
を
ま
と
め
た
著
者
渾
身
の
生
命
の
書
。

日
本
人
の
宗
教
性（
霊
性
）は
回
復
す
る
か
？

新刊！

太
平
洋
に
面
す
る
鎌
倉
は

三
方
を
山
に
囲
ま
れ
た
防
衛

上
に
有
利
な
場
所
で
、
源
氏

ゆ
か
り
の
当
地
を
拠
点
に
し

た
の
も
、
源
頼
朝
の
軍
事
感

覚
か
ら
だ
ろ
う
。
平
地
に
開

か
れ
た
相
模
や
武
蔵
の
国
の

国
府
が
あ
っ
た
場
所
に
比
べ

る
と
、
は
る
か
に
守
り
や
す

い
。歴

史
学
者
の
磯
田
道
史
国

際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

教
授
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
歴
史
番

組
で
「
頼
朝
は
鎌
倉
に
建
築

物
や
道
路
を
配
置
し
、
自
分

考
証
を
担
当
し
て
い
る
坂
下

孝
一
創
価
大
学
教
授
も
賛
同

し
て
い
た
。

鶴
岡
八
幡
宮
は
、
相
模
守

で
あ
っ
た
源
頼
義
が
奥
羽

（
東
北
）
で
の
戦
に
勝
利
し

京
に
帰
る
途
中
、
１
０
６
３

年
に
鎌
倉
に
立
ち
寄
り
、
こ

の
地
に
源
氏
の
守
り
神
で
あ

る
石
清
水
八
幡
宮
の
祭
神
を

勧
請
し
た
の
が
始
ま
り
。
そ

の
五
代
後
の
源
頼
朝
が
、
現

在
の
鶴
岡
八
幡
宮
が
あ
る
場

所
に
社
殿
を
移
し
て
か
ら
、

由
比
若
宮
・
元
八
幡
と
呼
ば

アートヴィレッジ
受注センター
〒657-0846神戸市灘区岩屋北町3-3-18・4F
TEL078（882）9305   FAX078（801）0006　

日
本
宗
教
の
闇

拉
致
監
禁
に
よ
る
強
制
棄
教
と
の
戦
い

室
生
忠
著
四
六
判
・
５
２
０
頁

定
価
：
本
体
２
、０
０
０
円
＋
税

信
教
の
自
由
が
保
障
さ
れ
た
今
の
日
本
で
、
強
制
棄
教
を
目
的
に
拉
致
監
禁
が
行

わ
れ
て
い
る
。
職
業
的
強
制
改
宗
屋
が
家
族
を
巻
き
込
み
、
信
者
を
拉
致
し
、
部

屋
に
監
禁
し
て
、
脅
迫
的
説
得
に
よ
り
棄
教
を
迫
る
。
特
に
世
界
平
和
統
一
家
庭

連
合
（
統
一
教
会
）
や
エ
ホ
バ
の
証
人
の
信
者
に
被
害
者
が
多
く
、
中
に
は
12
年

以
上
の
監
禁
さ
れ
た
人
も
い
る
。
驚
く
べ
き
宗
教
迫
害
の
リ
ポ
ー
ト
。

安
価
な
た
め
、
宴
会
で
使
用

さ
れ
た
後
は
投
げ
て
割
ら
れ

て
お
り
、
そ
の
音
で
邪
気
を

払
う
と
思
わ
れ
て
い
た
と
い

う
。
ド
ラ
マ
の
宴
会
シ
ー
ン

を
注
目
し
た
い
。

大
河
ド
ラ
マ
館
で
は
、
長

大
な
ス
ク
リ
ー
ン
に
、
山
上

か
ら
海
を
見
た
鎌
倉
の
全
体

像
が
映
し
出
さ
れ
て
い
た
。

頼
朝
の
願
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
そ
の
血
筋
は
三
代
で
途

絶
え
る
が
、
そ
の
信
仰
・
思

弘
法
大
師
聖
句
集
成

本
書
は
大
師
の
言
葉
が
読
者
の
心
に
直
接
届
く
よ
う

工
夫
さ
れ
、
掲
示
伝
道
や
寺
報
の
種
子
に
最
適
。

〒113-0033 東京都文京区本郷5-28-5
TEL：03-3811-5361 FAX：03-3815-5554

山喜房佛書林
福
田
亮
成
編
　
Ｂ
六
判
　
二
九
〇
頁
　
本
体
五
、八
〇
〇
円

補
陀
洛
信
仰
の
研
究

チ
ベ
ッ
ト
・
ア
ジ
ア
各
地
の
補
陀
洛
信
仰
と

そ
の
伝
播
ル
ー
ト
等
の
集
大
成

神
野
富
一
著
　
Ａ
五
判
　
五
八
〇
頁
　
本
体
一
六
、〇
〇
〇
円

「
キ
リ
ス
ト
は
、

神
の
身
分
で
あ
り

な
が
ら
、
神
と
等

し
い
者
で
あ
る
こ
と
に
固
執
し
よ
う
と
は

思
わ
ず
、
か
え
っ
て
自
分
を
無
に
し
て
、

僕
の
身
分
に
な
り
、
人
間
と
同
じ
者
に
な

ら
れ
ま
し
た
。
人
間
の
姿
で
現
れ
、
へ
り

く
だ
っ
て
、
死
に
至
る
ま
で
、
そ
れ
も
十

字
架
の
死
に
至
る
ま
で
従
順
で
し
た
。
こ

の
た
め
、
神
は
キ
リ
ス
ト
を
高
く
上
げ
、

あ
ら
ゆ
る
名
に
ま
さ
る
名
を
お
与
え
に
な

り
ま
し
た
。

こ
う
し
て
、
天
上
の
も
の
、
地
上
の
も

の
、
地
下
の
も
の
が
す
べ
て
、
イ
エ
ス
の

御
名
に
ひ
ざ
ま
ず
き
、
す
べ
て
の
舌
が
、

『
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
は
主
で
あ
る
』
と

公
に
宣
べ
て
、
父
で
あ
る
神
を
た
た
え
る

の
で
す
。」（
フ
ィ
リ
ピ
の
信
徒
へ
の
手
紙

２
：
６
│
11
）

桜
咲
く
春
は
、
ユ
ダ
ヤ
教
、
キ
リ
ス
ト

教
、
仏
教
な
ど
世
界
宗
教
の
主
要
な
祭
り

が
重
な
る
。
西
方
キ
リ
ス
ト
教
の
暦
で
は

４
月
10
日
の
「
受
難
の
主
日
」
か
ら
復
活

祭
ま
で
「
聖
週
間
」
を
過
ご
し
て
い
る
。

創
造
主
な
る
天
の
父
が
人
類
救
済
の
た
め

に
地
上
に
送
ら
れ
た
神
の
ひ
と
り
子
を
、

不
信
仰
の
ゆ
え
に
十
字
架
に
送
っ
た
あ
や

ま
ち
を
悔
い
改
め
て
、
ふ
さ
わ
し
い
心
で

復
活
祭
に
備
え
る
一
週
間
。
今
一
度
、
神

の
御
業
に
心
を
向
け
、
創
造
主
の
ま
な
ざ

し
で
こ
の
世
の
出
来
事
を
見
つ
め
な
お
す

時
で
も
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｉ
）

本
紙
定
期
購
読
の
お
申
し
込
み
は

■
ご
希
望
購
読
期
間
　
■
氏
名
　
■
郵
便
番
号
　
■
住
所
　

■
連
絡
先
電
話
番
号
　
■
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
お
持
ち
の

場
合
）
を
明
記
の
上
、
宗
教
新
聞
社
宛
、
は
が
き
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
左
記
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

宗教新聞社
〒
一
六
〇
│
〇
〇
二
二

東
京
都
新
宿
区
新
宿
５
│
13
│
２
│
４
Ｆ

電
　
話
０
３
（
３
３
５
３
）
２
９
４
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
５
３
６
３
）
５
１
８
２

e-m
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http://w
w
w
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※
購
読
料
　
年
間
６
０
０
０
円（
税
、
郵
送
料
を
含
む
）

天
地
子
の
地

域
で
は
、
４
月

は
田
植
え
の
始

ま
り
。
６
月
の

酒
米
さ
ぬ
き
よ

い
ま
い
で
終
わ

る
。
去
年
は
10
日
に
コ
シ

ヒ
カ
リ
を
植
え
た
が
、
低

温
の
た
め
生
育
が
悪
か
っ

た
の
で
、
今
年
は
16
日
開

始
と
な
っ
た
。
そ
れ
に
向

け
て
、
耕
耘
、
堰
の
整

備
、
畦
塗
り
な
ど
の
作
業

を
進
め
て
い
る
▼
土
が
軟

弱
で
ト
ラ
ク
タ
ー
が
動
け

な
く
な
る
よ
う
な
２
ヘ
ク

タ
ー
ル
ほ
ど
の
田
ん
ぼ
が

長
く
耕
作
放
棄
に
な
っ
て

い
た
の
で
、
地
主
に
了
解

を
得
て
ビ
オ
ト
ー
プ
に
す

る
こ
と
に
し
た
。
水
を
た

め
、
水
生
生
物
が
す
み
着

く
よ
う
に
す
る
の
だ
が
、

第
一
の
理
由
は
水
の
力
で

雑
草
の
繁
茂
を
抑
え
る
こ

と
▼
そ
の
下
の
田
ん
ぼ
の

畔
際
に
、
ユ
ン
ボ
で
深
い

溝
を
掘
っ
て
水
が
抜
け
る

よ
う
に
し
、
畦
塗
り
を
し

た
う
え
で
パ
イ
プ
配
管
の

コ
ッ
ク
を
開
け
る
と
、
８

時
間
ほ
ど
で
浅
い
沼
の
よ

う
に
な
っ
た
。
さ
っ
そ
く

シ
ラ
サ
ギ
が
飛
ん
で
き

て
、
水
面
に
浮
い
て
く
る

虫
を
探
し
て
い
た
▼
放
置

し
て
い
る
と
雑
草
が
生
い

茂
る
の
で
、
こ
れ
ま
で
は

年
に
数
回
草
刈
り
を
し
、

除
草
剤
を
散
布
し
て
い

た
。
去
年
、
お
そ
ら
く
保

護
し
て
い
る
鳴
門
市
か
ら

一
度
だ
け
コ
ウ
ノ
ト
リ
が

数
羽
飛
来
し
た
の
で
、
い

つ
も
エ
サ
が
あ
る
田
ん
ぼ

を
用
意
す
れ
ば
、
ま
た
来

る
か
も
し
れ
な
い
と
の
期

待
か
ら
、
ビ
オ
ト
ー
プ
化

を
決
め
た
▼
書
斎
の
窓
か

ら
そ
の
田
ん
ぼ
が
遠
望
で

き
る
の
だ
が
、
今
朝
も
シ

ラ
サ
ギ
が
数
羽
来
て
い

る
。
こ
れ
で
朝
の
楽
し
み

が
一
つ
増
え
た
。
水
路
に

い
た
ド
ジ
ョ
ウ
を
ビ
オ
ト

ー
プ
に
入
れ
た
り
し
て
い

る
と
、
子
供
時
代
を
思
い

出
す
。
こ
れ
も
、
失
わ
れ

た
身
体
性
や
自
然
性
回
復

の
一
つ
に
な
る
だ
ろ
う
。

「
子
供
の
命
を
真
ん
中
に
考

え
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ

ば
、
人
は
必
ず
誤
っ
た
方
向

へ
進
ん
で
し
ま
う
。
今
や
、

日
本
だ
け
で
な
く
世
界
中
の

人
が
、
こ
の
こ
と
に
気
づ
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
で
は

な
い
か
」
な
ど
と
語
っ
た
。

午
後
６
時
前
に
点
灯
さ
れ

る
と
、
訪
れ
た
人
々
は
竹
に

彫
ら
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
模
様

か
ら
漏
れ
る
光
を
見
て
回
っ

た
。
跪
き
祈
る
人
の
姿
も
あ

っ
た
。

「
毎
年
、
慰
霊
に
き
て
い

ま
す
。
い
つ
も
３
月
11
日
は

寒
い
。
特
に
夕
方
は
長
く
は

い
ら
れ
な
い
ほ
ど
冷
た
い
風

が
吹
い
て
い
る
の
に
、
今
日

は
信
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
暖

か
さ
で
風
も
な
い
。
ま
さ
に

天
国
の
子
供
た
ち
が
、
喜
ん

で
い
る
か
の
よ
う
な
気
持
ち

に
な
り
ま
す
」
と
地
元
の
女

性
。実

行
委
の
メ
ン
バ
ー
は

「
未
だ
に
い
ろ
い
ろ
揺
れ
る

気
持
ち
が
続
く
が
、
こ
の
企

画
は
11
年
経
っ
た
か
ら
こ
そ

で
き
る
も
の
。
新
し
い
慰
霊

の
形
と
し
て
長
く
続
け
て
い

き
た
い
」
と
語
っ
た
。

石
巻
市
旧
大
川
小
で
追
悼
行
事

市
の
震
災
遺
構
と
し
て
整
備

さ
れ
て
初
め
て
迎
え
る
節
目

で
も
あ
る
。
未
来
を
照
ら
す

光
に
震
災
の
記
憶
と
教
訓
を

語
り
継
ぐ
決
意
を
込
め
た
と

い
う
。

竹
で
で
き
た
高
さ
５
メ
ー

ト
ル
の
シ
ン
ボ
ル
オ
ブ
ジ
ェ

の
周
り
に
犠
牲
者
数
と
同
じ

84
本
の
竹
を
並
べ
、
発
光
ダ

イ
オ
ー
ド
（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
）
で
光

る
竹
燈
籠
を
旧
校
舎
の
西
側

に
設
置
。
デ
ザ
イ
ン
は
熊
本

県
を
拠
点
に
全
国
で
竹
あ
か

り
の
演
出
を
行
っ
て
い
る
池

田
親
生
さ
ん
が
手
掛
け
た
。

竹
は
小
学
校
に
近
い
山
林
か

ら
遺
族
ら
が
切
り
出
し
た
も

鶴岡八幡宮

の
。
燈
籠
製
作
に
は
全
国
か

ら
延
べ
約
５
０
０
人
が
携
わ

っ
た
。

作
品
は「
つ
な
い
で
い
く
」

が
テ
ー
マ
。
亡
き
人
に
思
い

を
は
せ
る
日
の
あ
か
り
と
し

て
、〝
過
去
と
未
来
や
、
天
と

地
を
つ
な
ぎ
た
い
〞
と
の
願

い
だ
。
全
国
か
ら
届
い
た
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
書
か
れ
た
ラ
ン

プ
も
添
え
ら
れ
て
い
た
。

卒
業
生
代
表
と
し
て
挨
拶

に
立
っ
た
只
野
哲
也
さ
ん

（
震
災
当
時
大
川
小
５
年
生
）

は
、「
子
供
の
命
を
真
ん
中

に
」
を
合
い
言
葉
に
震
災

後
、
伝
承
活
動
に
取
り
組
む

団
体
を
立
ち
上
げ
て
お
り
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ「
鎌
倉
殿
の
13
人
」
に
合
わ
せ
３
月
１
日
、
鎌
倉
市
の
鶴
岡
八
幡

宮
に
あ
る
鎌
倉
国
宝
館
に「
鎌
倉
殿
の
13
人
　
大
河
ド
ラ
マ
館
」
が
オ
ー
プ
ン
、
来
年
１
月

９
日
ま
で
楽
し
め
る
。
鎌
倉
幕
府
が
開
か
れ
た
当
時
か
ら
今
も
鎌
倉
の
中
心
に
あ
る
の
が

鶴
岡
八
幡
宮
。
鎌
倉
の
街
歩
き
は
、
鎌
倉
駅
に
近
い
こ
こ
か
ら
始
め
る
の
が
、
歴
史
を
一

番
感
じ
や
す
い
。

温かな竹あかりの光で照らされた会場

未
来
照
ら
す「
竹
あ
か
り
」

永
福
寺
跡

宮城県

想
を
可
視
化
し
た
鎌
倉
は
、

今
も
世
界
の
人
た
ち
を
引

き
付
け
て
い
る
。

大
河
ド
ラ
マ
館

ま
ち
づ
く
り
に
見
る
頼
朝
の
願
い

「
鎌
倉
殿
の
13
人
 大
河
ド
ラ
マ
館
」オ
ー
プ
ン

鶴
岡
八
幡
宮

鎌
倉
国
宝
館


